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1 ．ま え が き

　 長 野県北部 ，
い わ ゆ る中央隆起帯の 北 西側 の 地域 は ，

西部堆積盆と 呼ば れ ， こ こ に は 層厚 3千数百 m 以上，

最大 6千 m に 達す る と 推定 され る，中新世中期 以降第

四紀 まで の 地層が分布す る． こ の うち と くに 新第三 系

は，大部分が固結 した 砕屑岩 よ りな ヴ，種 々 の 褶 曲や

断層 を伴 っ て い る．こ の 地域 に 露出する斬第三 紀層 は ，

主 な分布地域 と時代お よ び層相 の 差異 に も とつ い て ，

下 位 よ り，別所累層 ， 青木累層， 小川累層， 柵 （しが

らみ ）累層 と呼ばれ て い る （第 1図参照），

　 本間不 二 男 （1931） は ．上 水内 （か み み の ち ）郡小

川村
一帯 に 露出す る 海成小川層を水内相 ， 東筑摩郡下

に 露出す る 非海成小川層を東筑相 と呼ん だ．水内相 ・

東筑相 は，従来の 定 説 で は
， 犀川中流地域で接する が，

犀川沿 い に 破砕帯が存在す る こ とに よ り，両者 の 連絡

が 断 た れ て い る，と さ れ て ぎた．犀川中流地域 に 露出

す る第三 紀 層 に つ い て は ， 1920年代よ り研究 され て い

る が
， 最近 の もの で は ，富沢恒雄 （1964）， 田 中邦雄 ・

平林照雄 （1964）， 犀川団体研究 グ ル ープ （1965，1966），

田中邦雄 ・関全寿 （1966），古 田 博雄 （1967，MS ）， 尾

身正 弘 （1971） な どが あ る．

　筆者 ら は ，
こ れ まで の 諸研究の 成 果の 上 に 立 っ て ，

種 々 異見 の あ る犀川中流地域の 層序 と構造 を解 明す る

こ とを 目的 とし
， 犀∫B団体研究 グル ー

フ （1966） に よ っ

て 犀 川擾 乱帯 と呼 ば れ た 地 域と そ の 周 辺 を 調 査 し た

（生坂村上生坂 か ら山清路 ，
八 坂村野平，大岡村川 口

，

信州新町太田 に わた る犀川 沿い の 地域）．こ の 結果 を こ

こ に 発表 し ， 大方 の 御批判 と御叱正を請 うもの で ある．

　 なお
， 調査地 域東部 ， 聖高原西南麓 の踏査に あ た っ

て ，新潟大学理学部地 質鉱 物学教室の 水野学氏 に 協 力

して 戴い た．ま た，山 ド昇氏 を は じ め とす る信州大学理

学 部地質学教室 の 方 々 に は，研究上 の 便宜 を は か っ て

戴 ぎ，「北 部 フ オ ッ サ ・マ グナ 研究グ ル ープ 」の 諸氏 に は ，

＊ 11975 年，卩 本地 質学 会第 82年学 術大 会 に お い て 「犀 川中流 地域 の 地

　 質」 と題 し て 講演，
＊ 2 大 阪市 立大学 理学 部地学教 室．
＊ 3金 沢大学 理 学 部地学 教室，

し ば し ば，討論 し て 戴 い た．筆者 らの 研究 の 終始 に わ

た っ て
， 金 沢 大 学理 学部地学教室 の 粕野義夫 ， 小林 洋

二 両氏 に は，有益 な助 言 と批判を 戴 い た ．こ れ らの 方 々

に 深 く感 謝 の 意 を表 す る．

2 ．犀川 中流地域 の 調 査結果

　筆者 ら は ， 1972年の 夏 か ら 1975年秋に 至 る ， 延べ 約

160 日間，1／1000〜1／5000 の 精度で 犀川中流域 の 踏 査

を 行な っ た ．そ の 際 ， 連続性 の よ い 砂岩層を追跡す る

ととも に，凝灰岩お よ び凝灰質砂岩 層を鍵層に ，ま た

二 種 の 生痕化石 （サ ン ドパ イ プ，第 6図） で 特 徴 づ け

られ る層準を補助的な鍵層 として 用 い た．

　 　 　 　 　 　 （小 林 囲夫；ノges，　Esltrmeavt して引臥 卯 劉

第 1図　長野県北部地質構造概 念 図
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　筆者 ら の 調査結果をまとめ て，第 1表 （層序表），第

2図 （地質図），第 3 図 （地質断面図），第 4 図 （構造

図）お よ び第 5 図 （柱状図） に 表現 した．ま た，筆者

らが 確認 し た 事実 と し て，次 の 3点 を 特に 強調 し た い ．

　  　調査地域 に 分布す る地層 は ， 炭層を頻繁 に 挾み ，

サ ン ドパ イ プ を 多産 す る な ど の 海浜 相 を 示す，砂岩，

礫岩 お よ び 泥岩 か らなる 上 位層と，砂 岩お よ び砂質泥

岩 の 有律互層を主体 とする浅海相 の 下位層とに ，岩相

上大 きく二 分 され る．こ の 境界の 層準は ，
二 種 の 生痕

化石 を産 出す る特徴 を有 し，青 木累層 と小川累層 と の

境 界 に 相当す る． こ の 現象 は ， 犀川 中流域 お よ び そ の

周辺地域 に わ た っ て 確認 され る，

　  　調 査 地 域 に 分布す る 各層 は ，比較的，岩相 の 側

方変 化 に 乏 し い の が特徴である が，小 川 累層上部 に 相

当す る 込地層 は ， 砂礫岩 と泥質岩とが 同時異相 を示 し，

両者 は 信州新町付近 に お い て 指交関係 に あ る．

　   い わゆ る犀川擾乱帯は，単純な
一本の 断層で は

な く，ま た ，
こ と さ ら複雑 な 破砕 （擾乱）構造 と な っ

て い る の で もな い ． こ の 帯域は ， そ の 軸部付近 に 逆断

層 を 伴 う ， 東 に 傾倒 し た 背斜構造を 基本 と して い る．

東筑摩郡八 坂村 野平付近 と ， 上 水内郡信州新町太 田以

北 に お い て，背斜両翼の 地層は連続し て い る．

　筆者 らは，上述 の 3 点を主要な根拠 と し て 調査地域

の 地 層を区分 し，
“

犀川擾乱帯
”

の 両側の 地 層を対比 し

た．　 　 　 　 　 　 　 　
’

　 なお，岩相 に 関する観察事実 に つ い て は ， 従来 の 調

査資料 〔小林 ・儀見，1950 ；犀川団研グ ル ープ，工966 な

ど ；富沢，1968；田 中ら，1973など〕 を とくに 変更す

る 必要を認 め なか っ た．

3 ．地 質各説

　調 査 地 域 に 分布す る 地層を ， 下 位 か ら順 に 説明す

る
＊
三

　明 科 （あ か し な ）黒色泥岩層

　 こ こ に 述 べ る 明科層は，田中 ・平林 （1964） が 明科

黒色泥岩層 と呼 ん だ もの で ，明科町明科東方を模式地

とす る （層厚 ：800m ＋ ）．調査地域 に お い て は
， 犀川

背斜 の 南部軸部 に 露出 して お り ， 地 表分布 は 池 田 町前

田 部落北方 で 尖滅す る．明科層 は ，田中 ・ 関 （1966）

＊ d但 し，犀 川中流地 域 に 分布す る 第三 紀層 の部 暦 名は ，同
一

の 地層 に

　つ い て も，それぞれ の 研究者に よ って ，各 自の 調 査範囲 の 岩相 ご と

　 に 別 々 の 地層 名が 与 え られ た ま ま で あ る の で ，こ の 報告 文 で は，命

　名の 先取 権 を尊重 しつ つ ，近 年 の硬 究で 比 較的精 確 な定義を 伴 う地

　層名を採用 す る こ と に し，新称を 避 げ た ，

の 白牧砂岩礫岩 （調査地域 で は厚 さ 0〜0．5m の 細礫

岩） の 基底を もっ て そ の 上 限 と し，上 位 の 小立 野 入層

とは 整合漸移関係 に あ る．

　 小 立野入砂岩泥岩層

　小立野 入 層 は ，生坂村小立 野 か ら小 立 野 入 ま で の 間

を模式地 とし，模 式地 の 層厚 は 1300m で ある．岩相 上，

泥質な細互 層か ら な る
’
ド部層 と， 砂岩優勢 な砂泥互層

か らなる上部層 とに 二 分 さ れ る （藤 本 ら，1946；田 中
・

平林 ，
1964）．

　下部小立野入砂岩 泥 岩層

　調査 地 域 で は ，八 坂村石原東方か ら 生坂村宇留賀西

方 ま で の 金態川 流域 （層厚 ：800m ）， 生坂村中塚付近

の 奈 良尾沢，1司村上 生坂 の 犀川河床 （層厚 ：950m ）な

どに 露出す る．

　下部小立野入 層 （以下，下部層 と略す） は ， 黒 色泥

岩 ， 茶褐色 シ ル ト岩 お よ び青 灰 色 細粒砂 岩 の 細互 層 を

主 体 と し．互層の程度に よ り黒褐色〜暗灰 色 を 呈する．

ま た ，砂岩 の 厚さ は 平均 10cmで あ る．下部 お よ び 上 部

に は ， 径が数  
〜 1   で 円磨 され た 黒色 チ ャ

ー トリ細

礫を含む．亙層 部 に は 層 理面 に 沿 っ た すべ り面が発

達 し
， 薄 い 粘 土 を 伴 うすべ り画 は，た い て い 平 滑 な

鏡肌 とな っ て い る．生 坂 村 滝部 落 で は
， 砂岩 岩 脈が

層理面 に 沿 っ て 変 位 して お り， こ れ に よ っ て 単層間 の

差動 （bedding　slip）が知 られ る．下部層 は ，調査地域

に 分布す る 地層の な か で も っ ともス ラ ン プ構造の 発達

した 地 層で ， そ の 分布 は，生坂村上 生坂，梶本，中塚 ，

宇留賀，才光寺，お よ び八 坂村 満仲 （ま ん じゅ う），滝

ノ 石原東方 な ど に わ た る，

　下部層は，下位 の 明科層 を整合 に お お っ て犀川背斜

を構成 し，犀川 背斜東翼に お け る 傾斜 は ほ とん ど垂直

で あ る が ， 西翼 で は 5ぴ以下 の 傾斜 を示 して 中山山地

に 広 く分布する （地 す べ りを頻発 し ， 緩傾斜地を形 成

して い る ）．

　 上 部小 立 野入砂岩泥岩互層

　 こ こ に 言 う上 部小 立 野入 層 （以 下 上 部層と略す）は ，

犀川背斜東翼 の 地域 で は ，田中 ・関 （1966） の 上 部小

立 野 入 層 の うち，池 沢 板状砂岩 層 お よ び 小 立 野 入 砂質

泥岩層 に 相当 し，犀川背斜の 西 翼お よ び 西側 の 地域 で

は ， 田 中 ・平林 （1964）の 野平層 に 相当する．層厚は，

犀川 背斜東翼 の 下 生坂 で 680m ， 西翼 の 滝〜土 袋 で

工750m ．

　上 部層下部 は ，泥質な砂泥 細互 層 と厚 さ 10  
〜数

10c皿 の 砂岩 とが互 層 した 岩相 を示 し ， 全体 とし て は 中

粒砂岩が優勢で あ る．
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　 上 部層下部 は，八 坂村地捨 ノ 田 ， 鳥立 ，

一
の 瀬 ， 横

瀬，お よ び 小松尾 で は 高府 向斜南端 の 西 翼 を構成 し，

八 坂村石原 ， 菅 の 窪．生坂 村久保，
八 坂村野平，舟場，

お よ び大岡村北小松尾 に お い て高府向斜東翼な い し犀

川背斜西翼を構成す る．犀川背斜 の 東翼 に お け る 上部

層下部 は ， 大岡村町田 か ら長瀬， 生坂村平 （た い ら），

宇留賀東方，大日向，下生坂，木竹，裏日岐，お よ び

池 沢 に わ た っ て 露 出 し
，

ほ ぼ 南北 の 走 向で 垂直 の 傾斜

を示す．上部層下部 は ，
八 坂村石原 や 生坂村久保 に 見

る様 な，南面す る 絶壁 と，北 へ 30前 後傾斜す る 長 い 斜

面か らな る ケ ス タ を形成 し て い る こ とが多 い ．

　 上部層下部 の 砂岩 は ， 固結 が か な り進 み （ハ ン マ ー

で打つ と 火花を散らす）， 炭化し た植物片を含む層理面

に 沿 っ て 板状 に 剥離し易 い ．また，顕著 な堆積構造 を

示 し ， 漣痕 ， 流痕，生痕 （は い 跡 ；こ れ は 犀 川 背斜東翼

の み ），斜交葉理 お よ び炎状構造 （flame　structure ）な

どが観察 され る．とくに ，生坂村久保 の 絶 壁，下生坂

の 広津発電所対岸 で は ， 最下部の 砂岩 の 下底面 に ， 幅

30cm，高さ
・10   ，長 さ 50   程度 の 流痕が 発達し，奇

観を 呈する．厚い 塊状砂岩は ， 部分的に 礫岩 に 変わ る

こ と があ る．

　上部層 上 部 は ，犀川背斜 の 東翼 で は ，大 岡 村 ド中 III

か ら ， 大田和 ， 町 田 ， 代 （だ い ）， 平 ， 生坂村会 （あ い ），

雲根，下生坂，裏 日岐 に か け て ，ほ ぼ南北方向に 直立

する急傾斜を示 して 露出する．ま た
， 犀川 背斜断翼 お

よ び そ の 西 方 に も広 く分布し て，大岡村堀之内か ら弘

崎 ， 安賀，
八 坂村上篭 （あげ ろ う）， 土袋 ， 大洞 （お お

ぼ ら），小菅，矢田 川 に か け て追 跡さ れ る，

　上 部層 上 部は ，塊状 の 泥岩を 主 体 と して い る が，犀

川背斜 の 西側地域 で は ， 連続性 の 良 い 砂岩層 （
一

部 は

レ ン ズ 状 の 礫岩） を挾 み ，泥岩は ，東側地域 に 比較し

て
，

よ り暗褐色 ，
よ り塊状で あ り，

玉 葱状構造 が み ら

れ る．一
方，犀川 背斜の 東側地域 で は，シ ル ト岩と細

粒砂岩 との 細互 相，お よ び シ ル ト岩 か ら な る． こ の よ

うに 上部層上部 は ， 犀川背斜 を は さん で 東西両側地域

の 間 に ，若干 の 岩相上 の 差異が認め ら れ る．

　上部層上部 に は，犀川背斜 の 西側，八 坂村大 洞〜地

志原 の 沢 に Conchocele　sp ．が 密集 し て 産 し， また背斜

の 東側，生 坂 村 の 平 発電所 ド流 ，平 橋付近 の 犀 川 河 床

に ，Conohocele　sp ．，　Anadara　sp リお よ び Ostrea　gigas
等の 貝化石が混在 し て産出する が，こ れらの 化石 は ，

押 しつ ぶ さ れ た よ う に 変形 し て い る ．

　山 清路礫岩砂岩層

　生坂村 山清路を模式地 とす る 山清路層 （田 中他 ，

1961） は ， ド位の 小立野入層 の 泥質な細互 層 か ら中粒

砂岩 に 移過す る 部分 を境界 と し，中粒〜粗粒 （礫混 じ

　り） の 砂岩を主体 と し て，砂礫岩 ， 礫岩 お よ び 砂質泥

岩を挾 む．模式地 の 層厚 は 1040m ．中込 凝灰岩層を上

限 と し，上 位 の 込地層 と は整合関係 に あ る．

　 模式地 付近 の 山清路層 は，大型 の 砂管を 多産 し，中

部 に は カ キ の 密集層 を数枚挾み ， ま た 上 部 は ，瀝青 炭
〜亜 炭を挾む．

　 山清路層の 最下部は 比較的柔 か く，青灰色の 塊状 中

粒砂岩で あ るが，イ オ ウ に よ っ て 汚染 されて 黒色 と黄

色と の まだ らを呈す る．山 清路層 と 上部小 立 野 入 層 と

の 境界付近 の 岩相 は ，下位 か ち上位 に 向か っ て
， 普通 ，

細粒砂岩と シ ル ト岩 との 細互 層 か ら塊状砂岩に 漸移す

る が，や は リ イ オ ウ に よ っ て 褒 面 が 黄 濁 さ れ，

物 々加 嬲 ‘厩 α痂 ゴに 似た 石 灰 質の パ イ プ （外径 ；L5

 
〜13  ，第 6 図右） を 多産す る の が 特徴 で あ る．ま

た，こ の 境界付近 の 塊状砂岩中 に は
， 便宜 上

，

“

サ ツ マ

イモ 形
「f

と呼ぶ 生痕化石 （第 6 図 左） が密集 して産出

す る．

　 こ の 現象 は ， 生坂村会 か ら大岡村平 ， 瀬 口 ， 棚原，

住平 （以上 は犀川背斜 の 東側地域），信州新町小峰西方，

和 田 東方，大 岡村梨 木，八 坂村 上 篭上
， 小菅 ， 鹿篭 （か

ろ う），美麻 村川下 ， 境野 （以上，犀川背斜の 西 側地域）

に わ た っ て確認 され ，さ ら に 調査地域東方 の 青 木峠付

近に ま で追跡され た．上述 の 二 種 類 の 生痕化石 が共存

する 層準 を仮 に 時間面 とみ な す と，調査地域 に お い て ，

犀川背斜を挾ん だ 両側 の 地域 の 層序対比 に 際 して 有効

な手段 と なる．

　 山清路 層 の 上部 は，白色 細 粒凝灰岩 （時 に 軽 石を含

む） を挾み，こ の 凝灰岩 は ，大岡村笹久南方 （層厚 5
〜10m ，小林 ・礒見 ， 1950） か ら大岡村佃 見西方 ， 和

平 ，さ ら に 棚原 （3m ）， 住平 （50　cm ）まで 追跡 され る．

　山清路層の 上 位 に 重な る中込凝灰 岩層は，信州新旧∫

大原付近 の 犀川背斜軸部で 尖滅 し， こ れを犀川 背斜西

翼 で確認す る こ と は で きな い ．大原付近 で は，犀川背

斜の 軸部 に 生じた 断層 の 変位 は ， 150m を 越 え な い と

推定 され る こ とか ら ， 犀川背斜 の 西 側地域 で は ， 先 に

述べ た 生痕化石 で 特徴づ けられ る 層準 の 直上 に あ る凝

灰質塊状 砂 岩 （層厚 50〜100m ） の 上 限を もっ て ，中

込凝灰岩層 の 上限 に対比 し，便宜 的 に 山清路層 の 上 限

を 定 め た．

　 こ う した 見解 に 立 つ と， 山清路層は，込地向斜西翼

な い し犀川 背斜東翼 に お い て 北方に 漸 次層厚を減 じ，

大岡村柿挾 （か きば さみ ）付近 で 約 600m ， 棚原お よ
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第 4 図 地 質 構 造 図

び 住平付近で は 約 200m とな り，犀川 背斜西翼 で は た

か だ か 100m の 層厚 とな る．

　中込 （な か ごみ ）凝 灰 岩層

　 田 中 ・関 （1966） の 中込凝灰岩層 の 模式地 は 坂北 村

中込 で ある．調査地域に お け る分布は ， 犀川背斜 の 東

側地域 に 限 られ，野間背斜西 翼の 笹久か ら込地向斜東

翼の 中込 ， 込地 向斜西翼 の 越 中 （こ し なか ）川，佃見 ，

栗尾 （く り ょ う）西方 お よ び 小峰に わ た っ て 追跡 され

る ．栗尾以北 の 分布 は ，こ れ ま で 確 か で な か っ た が，

中込凝灰岩 と， そ の
一
F位 200m に あ る自色細粒凝 灰岩

層 とが 互 い に 平行 し て 追跡 され る．

　上述 の 分布 の 順 に ，層厚が 次第に 減じ ， 笹久 で は 約

40  m （小林 ・礒見，1950），模式地 の 中込 で 100m ，

越 中 川 付近 で 10m ，栗 尾西方で は 数 m に な る．

　 こ の 凝灰岩は，高温型 自形 の 石英 と，自形 の 黒雲母

を 含み ，全体 と し て 暗灰 色〜自色 を 呈す る．層厚 の 減

少と ともに
， 岩相 は 塊 状凝 灰 岩 か ら砂 質凝灰岩，凝灰

質砂岩 と な る．

　込 地砂岩泥岩層

　込地 層は ， 小林 ・礒見 （1950）， 田 中 ほ か （1961），

犀川団研 （1965），田 中 。 関 （1966）に よ っ て
， 麻績 （お

み ）川沿 い 込地付近 の 礫岩砂岩泥岩層 を模式 と して定

義 され た．調査地域 の 北部 で は，富沢 （1964） の 南牧

砂岩層 に 相 当 し，ま た 犀 川 背斜 西 翼 で は ， 犀 川 団研

（1965） の 大姥 1LI塊状砂岩層 の 上 部，お よ び こ の 地 層

と指交関係 に あ る西平砂質泥岩層 に 相 当す る．下位 の

山清 路層 お よ び 上 位の 長岩層と は ， それぞれ整合関係

に あ る．

　込地層は，犀川背斜 ， 込地 向斜 お よ び 野間背斜 の 各

構造 に 参加 し，大姥山，信州新町 ， 同町南牧 ， 生坂村

込地 ， 大 岡 村樺内 などに 露出す る ．層厚は ，模式地 の

込地 付近で 300　m ，込地向斜北部の 南牧で 600　m ， 込

地向斜 中部東翼 の 芦之尻 酉方 で は 200m で あ る．犀川

背斜西翼 の 大原 で は 11eom
，
さ らに 西方 の 大姥 山 付近

で は 約 500m と な り，調査地 域 全体と して は，東方 に

厚さを 減 じ ， 北方 に 厚 さ を増す傾向 に あ る．

　込地層 の 岩相は ， 調査地域の 南部 か ら北部 へ 向 か っ

て 砂質岩 か ら泥質岩へ と変化し，両者は指交関係 に あ

る （第 7 図）．従来の 報告 で は ，
こ の 岩根変化 に 対応 し

て い くつ か の 地層名が与え られ て い た が ， それぞれ は

同時異相 で は な く， 上下関係 に あ る と され て い た．犀

川背斜西 翼に お け る 大姥山塊状 砂岩層 と西平砂質泥岩

層 （ともに 犀川団研，1965） と は 互 い に 指交関係に あ

り，
こ の関係は ， 犀川沿 い の 川 口 か ら和田 に か けて 確

認 さ れ る．次 に 地域ご と の 岩相を記す．

　調査地域南部 レ 込地付近 で は ，込地層下部 は 黄褐色

〜
淡 灰 色 の 塊状砂岩が優勢 で あ る が，上 部 に 向 か っ て

次第 に 泥質 とな り，砂質泥岩 と砂 岩 と の 互 層 とな り ，

炭層を挾 む．調査地域中部，南牧付近で は，主 に 中粒

〜
粗粒の 砂 岩 か ら な り ， 泥岩 お よ び礫岩を挾 む．砂岩

は 普通，灰色塊状 で，そ の 風化面は 褐色を 呈す る．礫

質な 部分で は斜交葉理 が 観察 さ れ る，ま た，南牧〜一

倉田和 （い ち の くら た わ ） の ル ートで は ダ イ ア ス テ ム

が 数 ケ 所 で 観察さ れ る，調 査 地 域 西 部 の 大姥山付近 は，

塊状砂岩 で ，南牧 付近 の 岩相 と類似する が，よ り陶汰

が良く， 炭層は挾まれな い ．調査地域北部 の 大原 で は ，

込地層 は ， 卜位の 小立野入層 に よ く似 た 砂質泥岩 に 側

方変化を み せ
， 層理 面 に 沿 うす べ りを 伴 う．大原 に お

け る込地 層中部 に は ，砂質泥岩の 角礫が密集し た ， 厚

さ数 m の 砂質泥岩 や，砂 質泥岩を 2m 以上 削 り込 ん で

い る砂礫岩 が観察 され る．調査地域東部 の 樺 内付近 で
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か らな り，野間背斜 の 東 翼を嬪成す る緩傾斜 の 地 層が

露廿iして い る． こ の 地域 の 泥質岩 は，あ ま り固結が進

ん で い な い ．

　長岩砂岩礫岩層

　長岩層 は ，聖高原西南麓 ， 大 岡 村佃見〜長 岩の 間 お

よ び同村石津付近 の ル ー
トを模式地 と し，聖高原西麓

の 安山岩熔岩お よ び 火山砕屑岩を長岩層 の 下 限 とす

る．上 限 は 不 明．調査地域 で は ， 下位の 込地層 と整 合

し，高府向斜中部 に お け る権田礫岩層 （田中，1955）

に 相当す る．

　長岩層 は ，礫岩 ， 砂岩，泥岩 お よ び 炭層 な どか ら な

り，込地 向斜中部 お よ び 北部 に お い て
， 麻績川以北 に

向斜軸に沿 っ て 露出 し，NNE − SSW の 走向，急傾斜

（聖高原西麓で は 逆転す る ） を 示 す．込地向斜束翼 に

位置す る 模 式地 の 層厚は 380m 〜790m 以上 ， 込地向

斜西翼の 大月付近 で は 約 200m
， 信州新町付近 で 約

900m の 露 出を み る が
， 層厚は一定 しな い ，

　聖高原山麓 は 第 三紀層 の 露 出状況 が 悪 く， 地表踏査

で は 正確 な資料が 不 足す る が ，野間背斜 の 東翼 を構成
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　 　 2crn
一

撚
　　 0　　　　2cm 　

1

一

第 6図　山清路層 （小川累層下 部）基底 を特徴 づ

　　　　 け る二 種類 の 生痕化石 の ス ケ ッ チ

　　　　　左 ：
Ct

サ ツ マ イ モ 形
”

生痕

　　　　　右 ：石灰 質 の パ イ ブ

す る長岩層 が 水平 に 分布す る もの と推測 さ れ る。

　 聖山安山岩類

　聖 山 （標高 1447m ）を 中心 と し て 分布 す る聖 山安 山

岩類 は，野間背斜 を介 し て，そ の
一部が込地向斜地域

の 長岩層中 に 分布 し，熔岩，凝 灰角礫岩，火山角礫岩

な ど の 産状を 示す，岩質は 主 に 複輝石安山岩 で
， 多少

緑泥石化を受けて い る．

　 こ の 安山岩 は 長岩層中 に お い て 大 きく二 層準 に 分 か

れ て挾在す る．大岡村芦之 尻東方 お よ び花尾 か ら ， 樺

内に か け て は，長岩層の 基 底 と な り，西 に 傾倒 した 野

間背斜 の 形態 を よ く表わ し て い る．信州新 町大 月付近

一
帯で は ，長岩層中部 の 砕屑岩 に 調和 して 挾在 し ，

こ

の 安山岩 は
， 斉藤 （1962） の 久米路 火砕岩 類 に 相当す

る．ま た，こ の 層準 は，野 間背斜東方 の 檳 原山 （た ら

らや ま） の 安山 岩熔岩に 相当 す る と推定され る．

4 ．地 質構 造

　概説

　 調査地域 の 地質構造 は，波長 1〜 4kIn ，軸長 20

km 以上 で
， 大略 NNE − SSW 方向 に 平行す る褶曲 に

代表さ れ，別所累層か ら柵累層 に 相当す る， 厚 さ約

4000m の 第三 紀層 が こ れ に 参加 して い る，現在 み られ

る褶曲構造は ， 以
．
ドに 記す通 り ， 東西性水平方向 の 圧

縮条件下 で形成 され た構造で あ る．

　 こ の 褶 曲構造 の うち，と くに 犀川 背斜 お よ び 野間背

斜 の 背斜軸 は，青木累層上部お よ び 小川累層 の 層厚 が

急激 に 変化 す る 部位 に 形 成 され て い る こ と で 特徴 づ け

られ る （第 3 図）．

　 犀 川背斟 （藤本 ら，1946；富沢 ，1962，1964）

　 犀川背斜は，軸面が東に 傾倒 し，60
°
前後の 西傾斜 を

示 す非対称褶 曲で あ る．西 翼 の 傾斜 は，平均 4ぴ 前後 で

あ る が
， 東翼 は 70n以上 の 急傾斜を 示 し ，

一
部は逆転す

る．軸跡は ， 信州新町下川 か ら太 田 ， 牧之島 ， 下中山，

大岡村，大 田 和，八 坂村舟場 お よ び 野平 を経 て ，生坂

村宇留賀 ， 池 田 町前 田 ， 生坂村自 日 を通過 し，
Nl−5thEな

い し N − S の 走向を 示す．

　 犀川背斜 は，八 坂村 野平付近 お よ び 信州新町 に お い

て
， それぞれ上部小立野入層下部 ， 込地 層が背斜両翼

で 連続 し て い る．他 の 部分 で は ，軸面 が 断層 に 移過 し

て い る が，こ の 断層 の 傾斜方向 の 変 位 は ，300m 以下 で

ある こ とが 推定 され る，

　 背斜軸部は ， 信州新町太田 ， 牧野島， 下中山，大岡

村町田，八 坂村舟場，大岡村下大岡 に お い て 露出す る

（第 8 図 に
一

例を示 した ）．下大 岡 に お け る 軸部 とそ の

周辺 で は ， 層理 面 に 沿 っ て 断層粘土を伴 うす べ り面が

無数に 発達 し，相隣 る す べ り面間 に は ，層理面 に 低角

（15
°〜30

“
）を なす逆断層型 の 小断層が発達す る。こ れ

らの 小断層の 走向は，すべ て背斜軸の 方向と ほ とん ど

一
致す る ．．

　八 坂村舟場北東の 犀川右岸に お い て は ， 傾斜 の 緩い

背斜西翼の 上 部小立 野 入層中 に ，砂岩の 挫 屈 に よ る 屈

曲 お よ び破断 と， 泥質岩 の 流動 し た状態が観察さ れ る．

ま た，信州新町 里穂刈，大原東方，堀之内，八 坂村 野

平対岸な どで は ダ 犀川 背斜軸部 の 泥質岩中 に ドラ ッ グ

褶曲がみ られ る． こ れ ら は，犀川背斜 の 随伴構造であ

り，造構時 に お い て ，こ の 部位 の 地層が 側方 圧縮を受

け ， 層面間 で 差動 （bedding　slip ） した こ と を示す．

　込地 向斜 （小林 ・ 礒見，1950）

　込地 向斜 は ，犀川背斜 の 東側 ，野間背斜 の 西側 に 隣

り， 軸長 は 30km 以上 で，ほ ぼ南北方向 に 伸 び る閉 じ

た 褶 曲で あ る．調査地域 に は こ の 向斜 の 中部 お よ び 北

部 が 露 出 して い る．

　調査 地 域 に お け る込 地 向斜 は ， そ の 西 翼 が 犀 川 背斜

の 東翼を な し，ま た 向斜東翼が野間背斜 の 西 翼を な し

て，明瞭な変曲点を 示 さ ぬ ま ま，両隣 りの 背斜 に 移過

す る．こ の 向斜両翼 は 70
°〜9σ の 急傾斜 を示 し ， と くに

聖高原西麓に位置する向斜中部は ， そ の 両翼が逆転す

る とい う特異 な形態を示 す．

　調査地域 で は，主 に
， 小川累層 お よ び柵累層 に 相当

す る 山清路層 か ら長岩層まで の 地 層が ， す べ て 調和的
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第 7 図 模 式 層 序 断 面 図

に こ の 向斜構造 に 参加 して い るE

　野間背斜

　聖高原西麓 の 大岡村芦之尻 か ら花尾 ， 門増 （もん ぞ

＊ 5込地 向斜巾部〜南部 の 形態的特微 に つ い て は ，本 論集 の 水野学 の報

告 を参照 され た い ．

う），樺内を結ぶ 県道 の 西側に は ， 込地向斜中部 の 東翼

を構成す る 長岩層下部の 砂岩お よ び火砕岩 が 露 出 し，

東落ち 60
°
前後の 逆 転層 とな っ て い る，tt．・t 方 ，

こ の 県道

の 東側 に は，ほ ぼ水平 な い し北落ち 20
°
の 傾斜を 示 す

聖 山安 山岩 の 最下部 と込 地 層最上部 が 分布す る．した

が っ て ， 込地向斜 中部 の 東側 に は ， 芦之尻
一

樺 内 を そ
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5m

第 8図 犀川背斜軸部の ス ケ ッ チ

　　　　 （大岡村下大岡犀川右岸）

の軸跡とする 西 に傾倒した非対称の 背斜構造が存在す

る．

　 小林 ・礒見 （1950） は ， 聖高原南麓に お い て ， 野間

か ら芦之尻 に 軸を有する野間背斜を報告 した．込地向

斜 の 東 に 隣 る 背斜 で あ る とい う位置上 の 共 通性 お よ び

芦之尻付近 に お け る軸跡の 連 続性 か ら，上述 の 背斜は

野間背斜 と
一

連 の 構造 で あ る と考 え られ る，

　 なお ， 今回 の調査に よ り， こ の背斜構造は ， さ ら に

北方 の 米 田 和，虚空蔵山方面 へ の 延長 が 推定 され た が
，

露頭 条件の制約か ら ， 詳細は不 明で ある． こ の 報告で

は ，こ れ らを 一連 の 構造 と し て あつ か い ，野間背斜 と

呼 ぶ ．

　 水 平 ず れ 断層 の 共役 セ ッ ト

　調査 地域 中部 に は
，
NE − SW な い し ENE − WSW

方向 の 水平右ずれ 断層と，
NW − SE 方向の 水平左ず

れ 断層が顕著で ある．と くに ，舟場 か ら仏風を通 る 右

ずれ断層 は ， 犀川 背斜 ， 込地向斜 ， 野間背斜の軸を切

り， それぞれ を 50m ，250　m ，900　m ずつ 変位させ て

い る．空中写真 の 観察 に よれ ぽ，こ れを北東 に 延長す

る線構造 が 明瞭 で あ る．一
方，左ず れ断層で は，野間

断層 （小林 ・
礒見 ， 1950 ：小林，1968） の 水平変位 が

約 500m ， 中込凝灰岩を切 る白井沢 の 断層 （水野学 ，

1975） の 水平変位 は 約 200m で あ る。また ， 込地向斜

中部 の 東翼 は ， 芦之尻付近以南で は ， 傾斜 7ぴ前後の 順

層 で あ る が ， 芦之尻
一

花尾以北で は，傾斜 60°か らとき

ac　30
°
の 逆転を 示 し，そ の 境界は 比較的直線性 が あ る

の で ，NW − SE 方 向 の 水平左ずれ断層を推定 し た 。

　 こ れ ら二 系統 の 水平ずれ断層 は ，ど ち らも長 岩層 ま

で の 地 層 を変位 させ て お り
， 生成 時期の 同時性を示唆

する と同時に ，互 い に 鋭角をなす領域が 圧 縮 され る セ

ン ス の 変 位 を 示す こ と か ら，そ の 共役性 が 認め られ る．

した が っ て，こ れ らの 水平ずれ断層は ， 生成 時に お け

る調査地域中部 の 東西性水平圧縮 の 応力条件を示す．

　また
， 調査地域中部 に お い て は ， 込地 向斜 の 両翼が

逆転 し て 過褶 曲を示 す区域 と，水平ずれ 断層の 共役

セ ッ トが 示 す圧縮領 域 と は，ほ と ん ど一
致す る．こ れ ．

は ， 断層生成 と褶 曲 が ほ ぼ 同時期 （長岩層堆積以降）

で あ り，褶 曲度 と断層変位 と が密接 に 関速 し 合 っ て い

る ， と説 明さ れ る．

5．累層区分 と 層厚変化

　 小川累層 の 再定義

　 3節で 述 べ た 部層単位 の 層序 に もとつ い て ，従来 の

累層区分を検討し た結果，次 の 諸点が明 らか に な っ た．

　   　明科層 は ，従来か ら ， そ の 岩相 の 特微 に よ り別

所 累層 に 属す る と さ れ て い る．た だ し ， 正谷 ・市 村

　（1970） は，化石有孔虫群集が ， 模式地 の 別所層 と調

査地 域 の 明科層 とで は か な り異な る こ とを報告 し，両

者を対比す る こ と に 多少 の 疑問を投げか け て い る．

　   　本間 （1931） は ，そ れ ま で の 青 木累層か ら小川

累層を 区分 し
， それぞれ の 模式地を小 県 （ち い さ が た ）

郡青木村入 田 沢付近，上 水内郡 小 川 村神楽岡
一

落合間

に 選 ぶ と と もに
， 青 木層の 模式地 で は ， 粗粒堆積物が

突然優勢 に な る部 分を境界 と し て
， 下位 の 青木累層上

部 は 砂 質 泥 岩で あ る の に 対 し ， 上位の 小川累層 は 砂岩
お よ び礫岩が 優勢 で あ る ， と した ．

　犀川 背斜以東 の 小立 野入 層 が ，模式 地 の 青木層 に 相

当す る こ と は，す で に 確認され て い る （田 中 ・：平林，
1964な ど）ド

ー方，犀川 背斜以 西 で は
， 上部小 立 野 入 層

は ，模式地 の 小 川 累層 下部 とされ る千見砂岩層 に 連続

す る こ と が，筆者 らを含む 「北部 フ t ッ サ ・マ グナ 研究
グ ル ープ」 に よ り確認 され た，した が っ て ，犀川背斜

以西 の 地域 に お い て は ，青木累層上部に 属す べ き地層
が，従来 の 層序区分 で は 小川累層下部 と され て い た こ

と に な る．

　  　最近 の 研究で は，高府向斜 中部 の 高府層 （斉藤，
1961）を柵 累層 に 属 させ る こ とで，ほ ぼ一

致 し て い る

（長野県地質 図お よ び説明書，1962；森下 ，1975）．高

府層は，高府向斜中部 の 泥岩と，南部 の 礫岩 と が 指交
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す るが ，調査地域の 長岩礫岩 砂岩層 に 相 当する．

　  　込地 向斜地域の 込地 層は ，
1962年 に 20万分の

1長野県地質図が改訂され て 以来，長岩層 とと もに 柵 、

累層 に
一

括 され て きた．しか し，  の 事情 に よ っ て 長

岩層は 柵累層 に ，ま た 山 清路層 と込地 層 は 小川累層 に

属させ る べ きで あ る，

　上 の 4 点 の 中で ，筆者 ら は 特 に   tC述 べ た状況 か ら

の 帰結 として，小川村付近 に お け る 累層区分 を 改訂 し ，

小川累層 は ， 調査地域 に 関す る 限 り， 次 の よ うに 再定

義す る べ ぎで あ る と考 え る．

〔小川累層〕　Ogawa　Formation （上 部中新統上部）

定 義 ：

　小川累層は ， 長野県北部 に 分布 し ， 下位の 青木累層

とは，一部整合 （東筑地方），

一
部不 整合 ま た は 非整合

（そ れぞれ長 野盆 地 ， 水 内地 方） に 重な る ．小川累層

は ，岩相お よ びそ の 分布地域 の 差異 に よ り， 大 ぎ く二

つ の 層柑 に 区 分 され る．東 筑地方に お い て は塊状砂岩

お よび礫岩 を主体 と して 炭層お よ び カ キ 化 石 層 を 挾在

し，中部に 中性〜酸性凝灰岩を挾む C’

東筑相
n
）．水 内

地方で は ， 泥質岩を 主体 と し
， 青木累層の 岩相 と酷似

す る C、

水内相
”

）．東筑相 と 水内相 とは 信州新町付近 で

南北方向 に 指交 し ， 同時異相 の 関係 に ある．

　小川累層 は ，二 種類 の 生痕化石 で特徴づ けられ る 細

粒 〜中粒塊状砂岩を下限と し，上限 は，
一

＃ tJl岩の 活動

で 特微 づ けられ る柵累層基底 の 火 山 砕屑岩 に よ り 明瞭

第 2 表

　　　 府 　 向 　 斜

に 区男ljされ る．

模式地 ：

　水内相 ；十尻川上 流，美麻村初引付近．境 ノ 宮泥岩層

　　　　　に 代表 さ れ，層厚 700m ．

　東筑相 ；麻績川 ド流 ， 坂 北村差切付近．山清路礫岩砂

　　　　　岩層 お よ び 込 地砂岩泥岩層 に 代表 され，層

　　　　　厚 1600m 。

分布 ：

　小川累層 は
， 長野県北部 に 広 く分布 し ， 犀川流域 に

代表 さ れ る褶曲構造 に 参加 して い る、高府向斜西翼 お

よ び 日影向斜で は ，境 ノ 宮層，十 二 平層，柳沢層な ど

と呼 ぽれ る泥質岩 で あるが，小川累層下部 （山清路層）

が ほ と ん ど欠層 となる た め， こ の 地域 で は青木累層と

非整合関係 に あ る．小 川 累層 F部 に 相当す る 山清路層

は，麻績盆地 と その 周辺 お よ び込地 向斜地域 に 分布し ，

込地向斜西 翼北部 で は ，ほ と ん ど尖減す る．

　 こ の 再定義は ， 犀川中流地域 の 層序に も とづ き ， 主

要 な 層序模式地 の 踏査 を行な っ て ，小川累層の 区分 に

つ い て検討した 際 の 暫定的 な もの で あ る． こ こ で 筆者

ら は ，本間 （1931） の 青木村 に お ける累層区分を尊重

す る立場 に あ る，こ の 再 定義 は ， さら に 改訂 し て い く

必要があろ うが ， と くに 生層序学 的に小川 累層を位置

づ け る研究 が 重要で あ る．

　第 2表 に 長 野県北部新第三 系の 比較表 を掲げ る （第

1表 の 模式柱状 図参照）．

長 野 県 北 部 新 第 三 系 層 序 比 較 表
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　 犀川背斜両翼 に お け る層厚変化

　 犀川 背斜 の 東 西両翼 に お け る 東 西方向 の 層厚変化 に

っ い て 検討し た 結果；犀川背斜の 軸部 を境界に し て 各

時代 の 層厚が急激に 側方変化す る事実 が 明 ら か に な っ

た （第 7図参照）．す なわ ち
， 青 木累層下部堆積時に は，

背斜東翼 の 方 が 西 翼 に 比 し て厚 い 傾向に あ る が，青木

累層上部堆積時 に は，背斜西 翼 の 層厚1煉 翼 の 約 2倍

に な っ て い る．小川累層 下部堆積時に 入 る と こ の 関係

は 逆転 し ， 背斜東翼 に お い て南部で 約 1GOO　m （小林 ・

磯見 ， 1950） の 安定 した 層厚 を示す山清路層 が 北部 で

は 500〜200m に減少じ，背斜西翼に お い て は 100　m 以

下 とな っ て尖滅す る．小 川 累層 上 部堆積時 に な る と再

び こ の 関係 が 反転 し，背斜西翼 の 層厚は東翼 の 約 3 倍

と な り， 東翼が炭層を挾 む海 浜 相 を 示 す の に 対 し西翼

は や や 深 い 浅海相を示 して 層相 の 差異が大きくな る．

　青木累層 の 層相 は，背斜 の 東西両翼 に お け る差異が

ほ と ん どみ ら れ な い．■ま た
， 青木累層 の 砂岩に は漣痕

や斜交葉理 が 発達する が，泥質岩 は安定し た 平行葉理

や級化成層 を 示 し，全体 と して 青木累層 は 安定 し た平

行層理 か らな る 有律互層で あ る，しか し，別所累層 お

よ び 青 木累層 は，犀川背斜 の 軸部付近 に お い て 数層準
に 層内褶 曲 や 乱堆積構造 の 発達す る こ と に 特黴が あ

り， 犀川背斜 を主要構造 とす る 調査地域が擾乱帯 と呼

ばれ た の も，こ こ に 由来す る （犀川団研 ， 1966；尾身，
1970）．

6．ま とめ の 議論

　犀川中流地域 の 層序と構造 に つ t ）て は，以下 の 3点
に ま とめ られ る．

　   筆者らは ，調査 地域お よ び そ の 周辺 で 小川累層

と呼ぶ べ き地 層 の 定義 を 改 め
， 水内地方 に 分布す る小

川累層 は 境 ノ 宮層相当層 の み で あ り， こ れが東筑地方

の小川累層上部に対比 され る と結論 した ．

　長 野市北方の 小川累層基底が ， 青木累層上部 を欠く

平 行不 整合で あ る 叮能性 （正 谷 ・．市村，1970） ととも

に ，小川累層下部堆積 時 に は
， 東筑地方 の

・一
部 （込 地

向斜，麻績盆地 な ど） を除 い て長野県北西部 の 大部分

の 地域 が削剥さ れ，あ る い は 無堆積の 状況 に あ っ た と

推察され る こ とは ， 日本海沿岸地域 の 上剖仲 新統 に 共

通 し た 現象で ある と予想 され，興味深い 問題 で あ る．

　  　筆者 ら は ，現段階 で，調査地域 の 褶曲過程 の大
す じ を 次 の 様 に 跡 づ けた ．す なわ ち ， 犀川中流地域 は，
青木期か ら小川 期 に か けて ，東西方向に 顕著 な層厚変

　化 を示す堆積運動があ っ た が，柵期末 に は こ の 層厚 の

　急変す る部位 に 背斜軸が形成 され ， 第三 紀層が 急傾斜

　 を 示す褶曲帯 とな っ た．

　　浅海性〜海浜性 の 砕屑岩が局地的 に 厚 く生成 され る

堆積現象は，搬 に
， 積成岩体 の 圧enこ は 一

定 の 限度

　がある こ と か ら， 堆積盆の 積成岩体を 支 え る 基盤の 沈

　降運動 に よ っ て 説明 され る．犀川中流地域 に み る よ う

　な急激 な層厚変化 を もた らす堆積現象 は，堆積盆 の 基

　盤 の 沈降速 度 の 分布 に 不連続が存在す る こ と を意味

　し ，
こ れ を，沈降し つ つ あ る堆 積盆 の 基盤 に お け る 断

　層運動 の 影響 （垂直成分 の 表現）で あ る と説 明す る こ

　と が で き る．基盤 の 断層運動 は ， そ の 被覆層 で あ る積

　成岩体を変形 させ る．した が っ て，犀川 中流地 域 で は
，

　小川累層堆積時の 積成岩体中に は
， 封圧下 で の 「横曲

　げ」 に よ っ て撓曲ない し背斜構造が層厚の 急変部 に 累

　積 して い っ た もの と推察され る．こ の 時，被覆層は，撓

　曲 （背斜）軸 に 直角な東 西 方向に 展張す る応力状態 で

あ っ た に違 い な い ．

　　しか し， 4 節で 述 べ た 様 に
， 犀川 中流地域 で 現在 み

　られ る 構造は，東西性水平圧縮の 応力 条件下 で 形成 さ

れ た 形跡が 多 い ．ま た，込地 向斜 に 代表 され る閉 じた

褶 曲構造 は
， 単な る 「横曲げ1 に よ る機構で は 形成 さ

れ得 ない ．し た が っ て，現在 み ら れ る 厚 い 積成岩体の

褶曲構造 は ，層厚 4000m 内外の 被覆層 自体が側方圧縮

の 応力状態と な り，岩体中に 累積 した 局部的な構造を

初生偏倚（initial　deflection）と した 内部挫屈（internal
buckling） に よ り形 成 され た と考 え．られ る．

　 また こ の 構造形成 の 過程 を通 じ て，犀川中流地域 の

第三 系 に 普遍的に み られ る層面す べ り （beddi  slip，
interfacial　lubricance）が，機構 的 に 大 きな役割を 演
じた もの と考 え る，

　  筆者 らは ， 長野県北 西 部の 新第 三 紀以 降 の 地史

に お い て
， 少な くとも青木期か ら継続 し て い た 造構運

動 の 様式が
， 柵期以降は 別 の新し い 様式 に 変わ っ た こ

と を重
．
視す る．

　青木期 か ら ひ き続 い て い た 中央隆起帯 の 形成 と西部

堆積盆の 沈降 とい う対立的 な傾向は 小 川 期末 ま で に ほ

とん ど終結 し ， ま た 中央隆起帯に お い て 盛ん だ っ た 火

成 活動 は
， 小川期 に 流紋岩〜石 英安山岩が 活動 し た後，・

熱水活動を も っ て 終了 （歌 田 ， 1973） し た ．柵期 に 入

ると，そ れ まで 顕著な 火成活動は み られ なか っ た 西部
堆積盆 に も火山活動 が 生起する，こ の 火山活動 は ， 苦

鉄質安 山岩に 始ま り ， 複輝石安 山岩を主体 とす る （八

木貞助 ・ 八 木健 三 ， 1958）、更 に，西部堆積盆の 地域 に
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現在 み ら れ る 褶 曲構造 は ， こ れ に 柵累層下部が調和的

に 参加 し て い る こ とか ら ， 柵累層中部堆積時以降に 形

成 され た と考 え られ る．

　 こ の よ うな 後期中新世末 か ら鮮新世初頭 に か け て の

造構様式 の 変化 と，  で述べ た 褶曲過程 と を対応させ

た 場 合，
こ の 時期 に 長野県北 部

一
帯 の 造構性応力場 （と

くOC主 応力方位） の 変化 が 予想 さ れ る．

7 ，む す び

　長野県北西部犀川中流地域 に 分布する新第三 系 に つ

い て の 層位学 お よ び 構造 地 質学 的研究 に よ っ て得ら れ

た 成果は，次 の よ うな意義を もつ ．

　◎ こ の 研究報告 は ，い わ ゆ る 犀川擾乱帯 に お ける層

序を 改訂 し た こ と に よ り，久 し く議論 の 続 い た 小川累

層 の 層位を 岩相層序 として 明確 に し た もの で あ り，北

部フ ォ ッ サ ・マ グナ 地域に 分布す る 新第三 系 の 標 準 的 層

序が確立 され る 見通 しを与え る もの で あ る．1927 年ま

で の 長 野県 に お け る 地 質学 的研 究を 総括 し た 本間

（1931） の 研究 以来，す で に 半世紀を経 よ うと い う今

日， 北部 フ ォ ヅ サ ・マ グ ナ 地域 に 関す る資料 は，多 くの

研究者の 努力 に よ っ て集積し ，
か な り の 量 に 達す る．

こ の 地域 の 地質学的研究は，こ れ ら の資料 が
， 標準的

層序に もとつ い て 統
一
的 に 再 検討 され ，活用 さ れ れ ば，

か な り具体的 な地 史や造構過程 を跡 づ け る こ と が十 分

可能 な 段 階に あ る．

　◎長野県北西 部に お け る新第 三 系 の 褶曲機構 に 関 す

る 研究 で は，こ れ を 主 と し て 縦 曲げ とす る考 え方 （小

松 ，
1967；小林，1968 ；加藤，1970；植村，

1971） と，

そ の 諸説 に 対す る批判（鈴木 ・三 梨 ，
1974；植村 ， 1974）

が あ る．

　犀川背斜 は ，そ の 構造 に 参加す る 地層 の 層厚が 急変

す る 部位 に 形成 され て い る こ とで 特微 づ けられ る．そ

の 形成過程 は ，層厚の 急変部が帯状 に 形成 され る よ う

な 堆積 運 動 に よ っ て ，積成層が横曲げ に ょ り撓 曲す る

第 1 の 時期と ， そ の 後 こ の 積成層が縦 曲げに よ り挫屈

し過褶曲 とな る第 2の 時 期 とに 区別 さ れ る．こ の 場 合，

一一連 の 褶曲過程 に お い て 対 照 的 な 二 っ の 形成機構 が時

期 を 異 に して 作動 し て い た こ と に な る． こ の 点 が，従

来 の 研究 で は 見落され て い た もの と思 わ れ る．

　な お ，
犀川背斜 に 代表 さ れ る 長野県北 西 部 に お け る

中新世以降 の 造構 性応力場と褶曲過程お よ び そ の 機構

に っ い て は ，稿を あ ら た め て 報告する予定 で あ る．
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Stratigraphy　and 　Geologic　Structure　of　the　Neogene 　System　in　the　Midstream 　Drainage

　　　　　　　　　　of　the　River　Sai−kawa ，　Nagano 　Prefecture
，
　Centra置Japan

Akira．TAKEuc 田 and 　Mitsuru　SAKAMoTo

（Abstract）

　　　　　The 　Cenozoic　strata ，　Middle　Miocene 　to　earIy 　Quaternary　in　age ，
　 are 　widey 　distributed　in　the

northwest 　side 　 of 　the
“
Central　Uplift　Zone ” in　Nagano 　region ，　Central　Japan．　The 　Neogene　strata 　are

very 　thick（4，000　m ）and 　intensely　deformed （folded
．
and 　faultedl．　They 　are 　stratigraphically 　classified

，

．in

descending　order ，　as 　follows二

Pliocene………一・・…Shigarami　F．……Nagaiwa 　sandstone 　and 　conglomerate 　Member

　　　　　　　　　　　　　　　　Gower）

一 一 一 蠶∵1：鑼羅讐羅罫讖灘臨 ＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Upper 　and 　Lower 　Memberl

Middle　Miocene……Bessho 　F ，……… Akashina　Black−mudstone 　Member

　　　　The 　geologic　structure 　of 　the　Neogene 　system 　in　the　surveyed 　area 　is　characterized 　by　two 　over −

turned　anticlinal 　structures ，
　that　is　the　Sai−kawa 　Anticl三ne 　and 　the　Noma 　Anticline．　Between　them　there

is　a　closed 　syncline ，　namely 　the　Komiji　Syncline　with 　reversed 　Iimbs ．　There 　are 　remarkable 　differences　in

the　thickness 　of　the　Upper　Miocene　strata 　between　the　west 　and 　east 　limbs　of　the　Saトkawa 　Anticline，

　　　　　The　authors 　concluded 　that　the　zone 　oξthe　Sai−kawa 　Anticline　was 　s重tuated　 upon 　a　boundary
between　two 　baβins　subsiding 　at　ditferent．　rates 　during　the　Late　Miocene　time ，　and 　that　the　strata 　in　this

zone 　 acquired 　an 　anticlinal 　structure 　as 　a　result 　of　sedimentation 　which 　gave 　 rise 　to “thickness−diffe−

rence
” ．　However ，　the　overturned 　Sai−kawa　Anticline　as 　now 　seen 　in　this　zone 　has　not 　been　formed　until

Pliocene　time 　when 　this　district　has　been　under 　the　stress　condition 　of　horizontal（E −W ）compression 。
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